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コース紹介
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このコースでは、サプライ・ネットワーク・コラボレーション（SNC）での
需要連鎖在庫管理（SNI）プロセス、サプライヤーの在庫を監視する方法、ア
ラートの管理、および在庫とキー数値のデータを入力する方法について説明
します。

このコースにより、次のことを習得します。

 SNCでの需給連鎖在庫管理プロセスを説明する。

 SNIを使用してサプライチェーンの在庫を監視する。

 在庫とキー数値のデータをSNIに提供するための手順を認識する。

 在庫履歴とキー数値データを比較する。
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サプライ・ネットワーク・コラボレーション



モジュールの目的
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このモジュールにより、次のことを習得します。

 SNCのどのビジネスプロセスを３Ｍ関連業務に連携するかを説明する。

 SNCへログインする。



サプライ・ネットワーク・コラボレーションの概要
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３Ｍは、プロセスを一貫してサポートするために、自社の企業資源管理
（ERP）システムとしてSAPを導入しました。

 SAPソフトウェアは、サプライヤー業務を軽減することができます。そし
て、ビジネスプロセス、関係する人々と情報を、標準化されたビジネスプ
ロセスのグローバルでシームレスに統合されたプラットフォームに結びつ
けます。

 今回の導入の一環として、３Ｍと主要なサプライヤーの双方における生産
性とコミュニケーションを向上させるために、３Ｍの調達業務にSAP SNC
を使用します。

 SNCポータルへは、３Ｍサプライヤーダイレクトからアクセスできます。



サプライ・ネットワーク・コラボレーションの概要（つづき）
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３Ｍは今回の導入で以下のことを期待しています。

 主要なサプライヤーとより多くのデータを共有できる。

 主要サプライヤーが、より大きな責任範囲を担い、ビジネスパートナーと
して積極的に行動できる。

SAPのサプライチェーン管理製品群のWebベースのコンポーネントである
SNCは、以下のことを実現します。

 サプライヤーとカスタマー間のコラボレーションをサポートします。３Ｍ
はSNCを主に、運用トランザクションの利用やデータの電子的な共有を行
わないサプライヤーのために使用します。

 プロセスを効率化します。SNCは３Ｍとサプライヤー双方において、作業
時間とコストを削減します。



SNCの概要
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SNCは、社内や外部のビジネスパートナーとの間でのリアルタイムなコラボ
レーションのためのWebベースのプラットフォームです。

注意：３Ｍは、SNCに
よるサプライヤーコラ
ボレーションとして以
下のソリューションを
導入しました。

 購買発注（PO）

 分納契約（SA）
リリース

 事 前 出 荷 通 知
（ASN）

 請求

 オーダー予測モ
ニター（OFM）

 サプライヤー主
導 型 在 庫 管 理
（SMI）

 かんばん

サプライヤーコラボレーション

 SMI

 予測

 購買発注

 SAリリース

 かんばん

 ASN

 請求書

 出荷

品質コラボレーション

 品質通知

品質
コラボレーション

カスタマー

SNC

弊社

委託生産

 下請契約PO

 ASN

 請求書

 出荷

 作業指示WIP

 多層可視化

カスタマーコラボレーション

 VMI

 予測

 プロモーション

 補充

 ASN

カスタマー
コラボレーション

サプライヤー

委託
生産

委託製造業者

サプライヤー
コラボレーション



SNC戦略
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サプライヤーと３Ｍは以下のプロセスでコラボレーションします。

在庫コラボレーション
下請契約

コラボレーション

請求コラボレーション

かんばん

サプライヤー主導型在庫
管理コラボレーション需給連鎖在庫管理

（SNI）

購買発注
コラボレーション

リリースプロセス
コラボレーション

需要コラボレーション

事前出荷通知

SNC



SNC戦略（つづき）
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 ３Ｍとサプライヤーに、PO履行とPOの納入日程に
ついて最新の情報を提供します。

 サプライヤーが迅速かつ正確に依頼に対応できるよ
うにします。

 サプライヤーに下記に関する最新の情報を提供し、
３Ｍとサプライヤー間での正確でリアルタイムな履
行を促します。

 分納契約（SA）

 納入日程

 累積入庫数量

 例外

SNC購買発注
コラボレーション

SNCリリースプロセ
スコラボレーション



SNC戦略（つづき）
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SNCでオーダー予測モニターを使用することにより、
３Ｍとサプライヤーの計画データ間で需要コラボレー
ションが可能になります。

 1つのウィンドウ内でデータを比較することができ
ます。

 ３Ｍの計画とサプライヤーの計画の差異を、絶対
値、割合、および色分けで表示することができま
す。

 OFMはすべての関係者にアラートを提示する
ので、クリティカルな状況に対処するための計画
や配送能力を迅速に採用することができます。

 サプライヤーは実際の出荷の前または実際の出荷
時に、SNCを介して出荷の詳細を３Ｍに提供でき
ます。

 出荷情報、搬送車の詳細、輸送業者、連絡先の詳
細を、リアルタイムに３Ｍに伝えます。

SNC需要
コラボレーション

事前出荷通知
（ASN）



SNC戦略（つづき）

11

 サプライヤーから製造現場への在庫の流れをスムー
ズにするために、さまざまな在庫管理戦略を採用で
きます。例えば、サプライヤーの在庫を保管する
サードパーティ・ロジスティクスプロバイダー
（3PL）が、サプライヤーの代わりに３ＭにASN
データを送信することを可能にします。

 在庫コラボレーションには以下のような利点があり
ます。

 物資の迅速な補充

 計画期間を通しての供給分配計画をサポート

 需要の可視性の向上

SNC在庫
コラボレーション



SNC戦略（つづき）
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３Ｍは、SAP上で下請け業者向けのPOをリリースし、
SNCを介して下請け業者に伝達できます。

 このプロセスにより、

 ３Ｍと下請け業者にPO履行と納入日程に関して最
新の情報が提供されます。

 サプライヤーが迅速かつ正確に依頼に対応できるよ
うにします。

 下請契約コラボレーションを補完します。

 カスタマー、下請け業者、二次以降のサプライヤー
（主サプライヤーに対するサプライヤー）、その他
のパートナーが、サプライチェーンの選択されたロ
ケーションの製品の在庫レベルと所要量を監視する
ことをサポートします。

下請契約
コラボレーション

需給連鎖在庫管理



SNC戦略（つづき）
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サプライヤーは３Ｍに提供した商品の請求書を作成で
きます。

サプライヤーが、総所要量計画と実行を管理できます。
カスタマー（３Ｍ）は、MRP計画を行う必要がなくな
ります。

３Ｍサプライヤーは、購買発注を確認し、事前出荷通
知を作成できます。

請求
コラボレーション

サプライヤー主導型
在庫管理（SMI）

かんばん



SNCでの作業
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サプライヤーは、SNCを使い以下のことが可能です。

 ３ＭのPO、下請契約のPO、分納契約、納入日程、およびリリースデータに
アクセスする。

 オンラインまたはファイルをアップロードすることにより、３Ｍに対して
PO確認、納入日程の確認、およびASNデータを提供する。

 ３Ｍの計画、需要、および予測データにアクセスしダウンロードする。

 生産計画データをアップロードする。

 請求書を作成し発行し、請求書の支払ステータスを確認する。



SNCへのログイン
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Webブラウザで3M.com/supplierdirect にアクセスし、[３Ｍサプライヤーダイ
レクト]のグローバルランディングエリアを表示します。

[３Ｍサプライヤーダイレクトロケーションを選択]で、リストから地域を選択
します。

http://3m.com/supplierdirect


SNCへのログイン（つづき）
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選択した地域の３Ｍサプライヤーダイレクトのトップページで、サプライヤー
ダイレクトのWebサイトの右上の[サインイン]をクリックするか、または人型
アイコンをクリックします。



SNCへのログイン（つづき）
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[エンタープライズネットワークへのログイン]ウィンドウで、自分のユーザー
名とパスワードを入力し、[ログイン]をクリックします。



SNCへのログイン（つづき）
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ページの右の[クイックリンク]セクションの下で、[３Ｍ ERP]をクリックして
SNCにアクセスします。

注意：[サプライヤー]タブの[S2Pトランザクション]ページにも、[３Ｍ ERP]リ
ンクがあります。



SNCへのログイン（つづき）
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ブラウザの新しいウィンドウにERPポータルが表示されます。

[サプライヤー]タブの下の[サプライヤーネットワークコミュニケ―ション]タブ
に、デフォルトの[アラートモニター]ウィンドウが表示されます。



モジュールのまとめ
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このモジュールでは、主に以下のことを説明しました。

 ３Ｍはサプライヤーに、サプライ・ネットワーク・コラボレーション
（SNC）というWebツールを提供します。

 SNCへは３Ｍサプライヤーダイレクトポータルからアクセスできます。

 サプライヤーと３Ｍは以下のプロセスでコラボレーションします。

 購買発注コラボレーション

 リリースプロセスコラボレーション

 OFMを使用した需要コラボレーション

 事前出荷通知

 在庫コラボレーション

 下請契約コラボレーション

 請求コラボレーション
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需給連鎖在庫管理の概要



モジュールの目的
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このモジュールにより、以下のことを習得します。

 SNIを使用する目的を説明する。

 SNIを使用する利点を列挙する。

 SNIプロセスのフローを説明する。

 SNIで確認できるデータのタイプを特定する。

 SNIで監視できる製品を特定する。



需給連鎖在庫管理
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需給連鎖在庫管理（SNI）は、サプライ・ネットワーク・コラボレーション
（SNC）のサブプロセスです。

 SNIは主に、一貫した計画サイクルでのサプライチェーン全体において、
1種以上の材料の在庫ポジションを監視するために使用されます。

 SNIは、サプライチェーンの中の以下のような複数のロケーションでの在
庫ポジションを監視することをサポートします。

 ３Ｍロケーション

 カスタマー

 下請け業者

 サプライヤー

 サプライヤーのサプライヤー

 サードパーティ・ロジスティクスプロバイダー（3PL）



需給連鎖在庫管理（つづき）
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SNIで、以下のような在庫を保有するサプライチェーンを監視することが
できます。

３Ｍロケーション

委託製造業者

サプライヤーのサプライヤー

サードパーティ・ロジスティクス
プロバイダー（3PL）

サプライヤーのサプライヤー

サプライヤー



SNIの利点
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SNCのSNIは以下のことを実現します。

 在庫回転率を改善し、非稼働在庫を減らします。

 すべてのビジネスパートナー間で、より正確な計画と履行を可能にします。



SNIで監視される製品
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SNIで以下の製品を監視することができます。

 ３Ｍ製品

 サプライヤーロケーションで保管され今後処理される３Ｍ製品

 サプライヤー製品（重要な構成品目のみ）

 他のパートナー（3PLやサプライヤーのサプライヤーなど）が保管してい
る製品



SNIプロセスのフロー
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３Ｍとビジネスパートナーは以下の手順を行います。

SNI在庫の例外がないかを確認します。

[SNI概要]ウィンドウで、在庫の状態を確認します。

[SNI詳細]ウィンドウで予測在庫ステータスを確認します。

[在庫概要]ウィンドウで、現在の在庫を確認します。

[SNI履歴比較]ウィンドウでキー数値の履歴を分析します。

カスタムのSNIアラートを保全します（３Ｍユーザーのみ）。

３ＭのバックエンドのSAPシステムから在庫情報を抽出し、SNCに送信します。
1

2

3

4

5

6

7



モジュールのまとめ
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このモジュールでは、主に以下のことを説明しました。

 SNIは、サプライチェーン内のすべてのビジネスパートナーが、計画サイク
ルにおいてサプライチェーン全体の在庫ポジションを監視することをサ
ポートします。

 SNIは、ビジネスパートナーのそれぞれのロケーションにおいて、構成品目
の需要、入庫、および在庫を確認するために、期間指向の時系列ベースの
ビューを提供します。
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サプライチェーンの在庫とキー数値の監視



モジュールの目的
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このモジュールにより、以下のことを習得します。

 SNIアラートを確認する。

 SNIステータスを確認する。

 予測在庫ステータスを確認する。

 現在の在庫のスナップショットを確認する。



SNI在庫の例外の確認
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SNIでキー数値になんらかの更新が行われると、アラートが発生します。あらゆ
る例外状態でアラートが生成されます。アラートは３Ｍとサプライヤーの双方
に通知されます。SNIアラートには以下の種類があります。

 最小在庫レベル未満 –予測在庫（SNI）

 最大在庫レベル超過 –予測在庫（SNI）

 在庫なし –予測在庫（SNI）

 最小在庫レベル未満 –手持ち在庫（SNI）

 最大在庫レベル超過 –手持ち在庫（SNI）

 在庫なし –手持ち在庫（SNI）

 SNIアラート –カスタムSNIアラートでアラート条件が一致



SNI在庫の例外の確認（つづき）
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アラートモニターで個々の例外を個別に確認するには、サプライヤーはそれぞ
れのアラートのハイパーリンクをクリックします。

SNIアラートのサマリー



手順詳細
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SNIの例外を確認するための詳しい手順は、サプライ・ネットワーク・コラボ
レーション・トレーニングのサイトを参照してください。

http://3m.com/suppliertraining


在庫ステータスの確認
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[SNI概要]ウィンドウで、すべての３Ｍロケーションにある手持ち在庫の状態の
サマリーを確認することができます。

在庫ポジションは異なる色コードでハイライト表示されます。色により在庫の
状態を表します。

 赤：予測在庫がゼロか、またはゼロ以下です。

 黄：予測在庫が最小在庫レベルを下回っています（安全在庫）。

 青：予測在庫が最大在庫レベルを超過しています。

 緑：予測在庫が最小と最大の在庫レベルの間です。



在庫ステータスの確認（つづき）
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サプライヤーは、在庫ステータスを確認するには、[SNIドロップダウン]リスト
をから[SNI概要]を選択します。



在庫ステータスの確認（つづき）

36

[SNI概要]ウィンドウに、ロケーションプロダクト毎の在庫情報が表示されます。

 現在の手持ち在庫

 保全されているカスタムSNIアラートの数とアラートのステータス

 タイムバケット（TB）10個分先の期間までの予測在庫ステータスバケット
はタイムバケットプロファイルで定義されます（日、週、月、またはその
組み合わせ）。

 タイムバケットプロファイルは、SNIモニターのロケーションプロダク
トの計画期間と期間区分を定義します。



手順詳細
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在庫ポジションを確認するための詳しい手順は、サプライ・ネットワーク・コ
ラボレーション・トレーニングのサイトを参照してください。

http://3m.com/suppliertraining


予測在庫ステータスの確認
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サプライヤーは、予測在庫ステータスを以下の2つのウィンドウで確認すること
ができます。

 [SNI詳細]ウィンドウ

 [SNI詳細] – [製品ビュー]ウィンドウ



予測在庫ステータスの確認（つづき）
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サプライヤーは、[SNI詳細]ウィンドウと[SNI詳細] – [製品ビュー]ウィンドウで、
予測在庫ステータスを確認することができます。
予測在庫ステータスを確認するには、以下の手順を行います。

1. [SNI]ドロップダウンリストから、[SNI詳細]を選択します。



予測在庫ステータスの確認（つづき）
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2. [選択エリア]で、フィールドに適宜入力します。

3. データを表示するために、[実行]をクリックします。

3

2



予測在庫ステータスの確認（つづき）
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設定した期間について、[SNI詳細]ウィンドウに以下の情報が表示されます。

需要：SNIは予測在庫を計算するときに、出力製品に対するさまざまなタイプの
需要を考慮します。需要キー数値は、確定需要、計画需要、および予測の合計
です。



予測在庫ステータスの確認（つづき）
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下請け契約用引当：SNIは予測在庫を計算するときに、下請け業者からの納入さ
れる構成品目のための需要を考慮します。



予測在庫ステータスの確認（つづき）
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入庫：SNIは予測在庫を計算するときに、下請け業者またはサプライヤーにより
入力された計画入庫、確定入庫、輸送中数量など、さまざまなタイプの入庫数
量を考慮します。



予測在庫ステータスの確認（つづき）
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予測在庫：タイムバケットの終わり時点で、任意の場所で利用可能と予測され
る在庫を表す計算値です。特定のタイムバケットにおいて、「予測在庫 = 前の
タイムバケットの予測在庫 +確定入庫 + 計画入庫 + 輸送中数量 – 需要 – 外注予
約」です。



予測在庫ステータスの確認（つづき）

45

最小在庫と最大在庫：３Ｍとサプライヤーの双方がこれらの在庫レベルに合意
している必要があります。



予測在庫ステータスの確認（つづき）

46

最小提案と最大提案：最小および最大在庫レベルを満たすために必要な数量を
表す計算値です。注意：プロポーザルを計算するためには、[最小在庫]フィー
ルドと[最大在庫]フィールドに値が入っている必要があります。



予測在庫ステータスの確認（つづき）

47

供給日数：後続のタイムバケットで入庫がなかったと場合に、予測在庫が持ち
こたえられる時間を表わす計算値です。値が9,999であることは、供給日数が無
限であることを表します。



予測在庫ステータスの確認（つづき）

48

サプライヤーは[製品データ]タブで、ロケーションプロダクトの詳細（複数の
在庫タイプを含む）を確認し、データをExcelシートに書き出すことができます。



予測在庫ステータスの確認（つづき）

49

サプライヤーは[グラフ]タブで、製品の在庫ポジションをグラフで表示できま
す。



タイムバケットプロファイルの保全

50

タイムバケットプロファイルは、[SNI詳細ウィンドウ]と[SNI概要ウィンドウ]
でのロケーションプロダクトの計画期間と期間区分を決定します。タイムバ
ケットプロファイルには以下の特徴があります。

 ロケーションまたはロケーションプロダクトレベルで保全されます。

 期間区分のオプションには以下のものがあります。

 数年にわたる長期的な期間を月単位で表示。

 数か月にわたる中期的な期間を週単位で表示。

 数週間にわたる短期的な期間を日単位で表示。

 期間区分には、日、週、月の組み合わせを設定できます。

 開始オフセットを使用して、期間の開始を過去または未来方向へ数日移動
することができます。



タイムバケットプロファイルの保全（つづき）

51

タイムバケットプロファイルを保全するには、以下の手順を行います。

1. [SNI]ドロップダウンリストから[タイムバケットプロファイル（SNI）]を
選択します。



タイムバケットプロファイルの保全（つづき）

52

2. [編集]をクリックします。

3. [タイムバケットプロファイル（SNI）]ウィンドウで、プロファイルのパラ
メーターを入力します。

2

3



在庫概要

53

[在庫概要]に、選択したロケーションプロダクトの手持ち在庫が表示されます。

 複数のビジネスパートナから提供された在庫データを区別するために、
データ提供パートナー在庫が表示されます。

 バッチ在庫情報も表示されます。



在庫概要（つづき）

54

在庫概要を確認するには、以下の手順を行います。

1. [SNI]ドロップダウンリストから、[在庫概要]を選択します。



在庫概要（つづき）

55

2. ユーザー固有のSNIルールのリストを絞り込むには、[選択エリア]セクショ
ンに適切なデータを入力します。

3. [適用]をクリックします。

2

3



在庫概要（つづき）

56

4. [手持ち在庫]列に手持ち在庫の数量が表示されます。注意：下図で、ビジネ
スパートナーがCORP_3Mであるのは、データが３ＭのSAPバックエンドシ
ステムから取り込まれたことを表しています。



モジュールのまとめ

57

このモジュールでは、主に以下のことを説明しました。

SNIでキー数値になんらかの更新が行われると、アラートが発生します。
あらゆる例外状態でアラートが生成されます。アラートは３Ｍとサプラ
イヤーの双方に通知されます。

 サプライヤーは、[SNI詳細]ウィンドウと[SNI詳細] – [製品ビュー]ウィ
ンドウで、予測在庫ステータスを確認することができます。

 [在庫概要]に、選択したロケーションプロダクトの手持ち在庫が表示さ
れます。

 [SNI概要]ウィンドウに、ロケーションプロダクト毎の在庫情報が表示さ
れます。

 タイムバケットプロファイルにより、[SNI詳細]、[SNI詳細] - [製品
ビュー]、および[SNI概要]ウィンドウに表示される計画期間と期間区分
を変更します。



58

外部パートナー：
在庫とキー数値データの入力



モジュールの目的

59

このモジュールにより、サプライヤーが在庫およびキー数値データを入力する
ために実行する手順を習得します。



サプライヤーがSNIにデータを提供する方法

60

SNIが正しく機能するためには、サプライヤーからSNCにデータを提供する必要
があります。

サプライヤーは下記の方法を使用できます。

 自動メッセージを使用してデータを送信する。

 [SNI詳細]または[SNI詳細] - [製品ビュー]ウィンドウにデータを直接入力す
る。

 ファイル転送手法を使用してデータを送信する。



自動メッセージ手法によるデータ転送

61

SAP 60.2以上のバージョンを使用しているサプライヤーは、SNCにデータを自
動的に転送できます。

サプライヤーは以下の手順を行います。

 ROEMPROACT2、RCMPROACT2、およびRPRTPROACTのようなレポー
トを生成します。

 レポートをSNCに送信します。

注意：このオプションは、３Ｍ側で事前に設定しテストしていることが必要で
す。この技術を有効にために、サプライヤーは３Ｍに連絡する必要があります。



ファイル転送手法によるデータ転送

62

SAPを導入していないサプライヤーは、ファイル転送手法を使用してSNCに
データをオフラインで転送します。

サプライヤーは以下の手順を行います。

 ファイルをダウンロードおよびアップロードするために、SNCでプロファ
イルを作成する。

 SNCダウンロードセンターで、データファイルをダウンロードする。

 関係するすべての詳細情報を記入します。

 ファイルをCSVフォーマットで保存します。

 SNCアップロードセンターで、更新したCSVファイルを SNCにアップロー
ドします。



SNI詳細でのサプライヤーによるデータ入力

63

SNIモニターで、サプライヤーは手動で自社の在庫データやその他の主要な情報
を編集することができます。データ入力は、SNIモニターの2つのウィンドウを
使用して行います。

 [SNI詳細]ウィンドウ：サプライヤーは、所要量、入庫、1か所以上のロ
ケーションの在庫などのデータを変更できます。

 [SNI詳細] - [製品ビュー]ウィンドウ：1つのロケーションプロダクトに関す
る在庫データとキー数値の詳細が表とグラフ形式で表示されます。



SNI詳細でのサプライヤーによるデータ入力（つづき）

64

データは、複数のグリッド配列に入力することができます。

 指定されたロケーションおよびデータ提供者による詳細の編集：キー数値
を、ロケーション、製品、およびデータプロバイダレベルで保全すること
ができます。

 サプライヤー/出荷元ロケーションおよびデータ提供者による詳細の編集：
キー数値を、ロケーション、製品、データ提供者、およびサプライヤー/出
荷元レベルで保全できます。

 すべて編集：キー数値を、製品、ロケーション、データ提供者、指定され
たロケーション、サプライヤー、出荷元ロケーションなど、SNIの最も詳細
なレベルで保全できます。



SNI詳細ウィンドウでのデータの編集

65

[SNI詳細]ウィンドウでデータを編集するには、以下の手順を行います。

1. [SNI]ドロップダウンリストから、[SNI詳細]を選択します。



SNI詳細ウィンドウでのデータの編集（つづき）

66

2. 適切な情報を入力し、[実行]をクリックします。



SNI詳細ウィンドウでのデータの編集（つづき）

67

3. グリッド配列を変更して見やすい表示にするために、[指定されたロケー
ションおよびデータ提供者による詳細の編集]、[サプライヤー/出荷元ロ
ケーションおよびデータ提供者による詳細の編集]、または[すべて編集]の
いずれかを入力します。



SNI詳細ウィンドウでのデータの編集（つづき）

68

4. [グリッド]タブで、適切なフィールドにデータを入力します。

データの編集



SNI詳細ウィンドウでのデータの編集（つづき）

69

5. 計算されたキー数値への変更をシミュレートするために、[シミュレート]を
クリックします。

注意：変更がシミュレーションされて表示され、計算されたキー数値が更
新されます。



SNI詳細ウィンドウでのデータの編集（つづき）

70

6. [保存]をクリックします。



SNI詳細 – 製品ビューウィンドウでのデータの編集

71

[SNI詳細] - [製品ビュー]ウィンドウでSNIデータを修正する場合には、サプラ
イヤーは[SNI詳細]で行ったのと同じプロセスを使用します。

データを
編集



キー数値データのSNIへのアップロード

72

サプライヤーがキー数値データをSNIにアップロードするには以下の手順を行い
ます。

1. [アラートモニター]ウィンドウの[請求書]ドロップダウンリストから、
[ファイル転送]を選択し、次に[ダウンロードセンター（外部ユーザー）]
を選択します。



キー数値データのSNIへのアップロード（つづき）

73

2. ダウンロードセンターでSNIファイルをExcelにダウンロードする前に、ダ
ウンロードプロファイルを作成する必要があります。[ダウンロードセン
ター（外部ユーザー）]ウィンドウで、以下の手順を行います。

1) [パートナーを選択]に入力します。

2) [プロファイルタイプを選択]に入力（「需給連鎖在庫管理」）します。

3) [選択基準を指定]に入力します。

4) [周期を指定]に入力します。

5) [ファイル生成を開始]に入力します。



キー数値データのSNIへのアップロード（つづき）

74

3. SNIファイルをダウンロードするには、[ダウンロードのURL]列でリンク
をクリックします。



キー数値データのSNIへのアップロード（つづき）

75

4. SNIファイルで編集可能なフィールド（Xマーク付）を更新します。

5. ExcelではなくCSV形式（カンマ区切り）ファイルとして保存します。



キー数値データのSNIへのアップロード（つづき）

76

6. [請求書]ドロップダウンリストから[ファイル転送]を選択し、次に[アップ
ロードセンター（外部ユーザー）]を選択します。



キー数値データのSNIへのアップロード（つづき）

77

アップロードセンターでSNIファイルをSNCにアップロードする前に、以下のス
テップによりアップロードプロファイルを作成する必要があります。

7. [プロファイル名]に入力します。

8. [オブジェクトタイプ]フィールドに「受給連鎖在庫管理」と入力します。

9. [カスタマー]フィールドに、「CORP_3M」と入力します。

注意：[アップロードするファイル]フィールドは空白のままにします。

7

8

9



キー数値データのSNIへのアップロード（つづき）

78

10. [アップロード]をクリックします。



キー数値データのSNIへのアップロード（つづき）

79

11. キー数値データが正常にアップロードされたかどうかを確認するために、
[計画入庫]行を確認します。



モジュールのまとめ

80

このモジュールでは、主に以下のことを説明しました。

 サプライヤーは、[SNI詳細]ウィンドウおよび[SNI詳細] - [製品ビュー]ウィ
ンドウでキー数値を編集できます。

 サプライヤーは以下のグリッド配列で編集できます。

 指定されたロケーションおよびデータ提供者による詳細の編集

 指定されたロケーションおよびデータ提供者による詳細の編集

 すべて編集

 ファイル転送手法により、サプライヤーは大量のデータをアップロードで
きます。



81

在庫履歴とキー数値の比較



モジュールの目的

82

このモジュールにより、外部パートナーが入力した在庫履歴とキー数値データ
を比較することを習得します。



在庫履歴の比較

83

[SNI履歴比較]ウィンドウでは、過去の2つの時点でのキー数値や在庫を比較す
ることができます。

在庫履歴は以下の2種類のSNIウィンドウで表示することができます。

1. SNI履歴比較（在庫）

2. SNI履歴比較（キー数値）



在庫履歴の比較（つづき）

84

[SNI履歴比較]ウィンドウでは、履歴比較結果を表示するために選択基準を使用
します。

 履歴日付：ここに指定した日のキー数値または在庫を表示します。

 履歴比較の期間：期間の開始として、早い方の履歴日付が自動的に選択さ
れます。期間の終了には、遅い方の履歴日付にタイムバケット設定の期間
を加えた日付が選択されます。

 履歴比較の列は自動的に日次に設定されます。



SNI履歴比較 - 在庫

85

[SNI履歴比較（在庫）]ウィンドウには、選択基準に合った履歴比較が表示され
ます。以下の例では、手持ち在庫の10.09.2013の値と19.09.2013の値が比較でき
るように表示されています。



手順詳細

86

在庫の履歴を比較するための詳しい手順は、サプライ・ネットワーク・コラボ
レーション・トレーニングのサイトを参照してください。

http://3m.com/suppliertraining


SNI履歴比較 - キー数値

87

このウィンドウには、選択基準に合ったキー数値が表示されます。 以下の例で
は、キー数値の10.09.2013の値と19.09.2013の値が比較できるように表示されて
います。



手順詳細

88

キー数値の履歴を比較するための詳しい手順は、サプライ・ネットワーク・コ
ラボレーション・トレーニングのサイトを参照してください。

http://3m.com/suppliertraining


モジュールのまとめ

89

このモジュールでは、主に以下のことを説明しました。

 SNI履歴比較（在庫）

 SNI履歴比較（キー数値）



90

ユーザー固有のSNIアラート



モジュールの目的

91

このモジュールにより、以下のことを習得します。

 SNIアラートルールを表示する。

 手動で、既存のSNIアラートルールのアラートを発生させる。

 新規のSNIアラートを作成する。

 既存のSNIアラートを修正する。

 新規のSNIアラートルールを作成する。

 既存のSNIアラートルールを削除する。



ユーザー固有のSNIアラート

92

ユーザー固有のSNIアラートのワークフローは以下の通りです。

 ユーザーは[SNCアラートルール]ウィンドウで、ユーザー固有のSNIアラー
トルールを作成します。

 SNCは、シナリオがアラートルールに準拠しないたびに、アラーを発生さ
せます。

 ユーザーはSNCでアラートを確認し、可能であれば解決します。

ユーザー定義のアラートルールは、SNIアラートの標準セットではサポートされ
ない特定のビジネスシナリオのために設定します。



ユーザー固有のSNIアラート（つづき）

93

バイヤーは、ユーザー固有のSNIアラートを管理するために以下の処理を行いま
す。

 既存のSNIアラートルールを表示する。

 手動で、既存のSNIアラートルールのアラートを発生させる。

 既存のSNIアラートルールを修正する。

 新規のSNIアラートルールを作成する。

 既存のSNIアラートルールを削除する。



既存のSNIアラートルールの表示

94

既存のSNIアラートルールを表示するには、以下の手順を行います。

1. [アラートモニター]ウィンドウで、[例外]タブをクリックします。ドロップ
ダウンリストから、[SNIアラートルール]を選択します。



既存のSNIアラートルールの表示（つづき）

95

2. [選択エリア]セクションで適切なデータを入力して、ユーザー固有のSNI
ルールのリストを絞り込みます。[実行]をクリックします。



既存のSNIアラートルールの表示（つづき）
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3. SNIアラートルールを選択してハイライト表示し、[詳細を表示]をクリック
してルールの詳細を表示します。



既存のSNIアラートルールの表示（つづき）

97

4. [ルールID]のハイパーリンクをクリックすることで、詳細を表示すること
もできます。



既存のSNIアラートルールの表示（つづき）
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5. ルールの詳細が表示されます。



手動での既存のSNIアラートルールのアラートの発生

99

手動で既存のSNIアラートルールのアラートを発生させるためには、以下の手順
を行います。

1. [アラートモニター]ウィンドウで、[例外]タブをクリックします。ドロップ
ダウンリストから、[SNIアラートルール]を選択します。



手動での既存のSNIアラートルールのアラートの発生（つづき）

100

2. [選択エリア]セクションで適切なデータを入力して、ユーザー固有のSNI
ルールのリストを絞り込み、[実行]をクリックします。



手動での既存のSNIアラートルールのアラートの発生（つづき）
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3. SNIアラートルールを選択してハイライト表示し、[アラートを作成]をク
リックして、選択したルールのアラートを手動で発生させます。



手動での既存のSNIアラートルールのアラートの発生（つづき）

102

4. [はい]をクリックして、アラートがバックグラウンドジョブで発生すること
を確認します。



手順詳細

103

既存のアラートルールを修正するための詳しい手順は、サプライ・ネットワー
ク・コラボレーション・トレーニングのサイトを参照してください。

http://3m.com/suppliertraining


手順詳細

104

新規のアラートルールを作成するための詳しい手順は、サプライ・ネットワー
ク・コラボレーション・トレーニングのサイトを参照してください。

http://3m.com/suppliertraining


新規のSNIアラートルールを作成するための代替方法

105

別の方法で新規のSNIアラートルールを作成するには、以下の手順を行います。

1. [アラートモニター]ウィンドウで、[例外]タブをクリックします。ドロップ
ダウンリストから、[SNIアラートルール]を選択します。



新規のSNIアラートルールを作成するための代替方法（つづき）
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2. [SNIアラートルール]ウィンドウが表示されます。既存のルールを選択
して、[コピー]をクリックします。
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3. 以下のメッセージが表示されます。[はい]をクリックします。
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4. ルールが新規ルール生成のためのウィンドウにコピーされます。必要に応
じてルールを修正し、[保存]をクリックします。
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既存のSNIアラートルールを削除するには、以下の手順を行います。

1. [アラートモニター]ウィンドウで、[例外]タブをクリックします。ドロップ
ダウンリストから、[SNIアラートルール]を選択します。
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2. [SNIアラートルール]ウィンドウが表示されます。既存のルールを選択
して、[削除]をクリックします。
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3. 以下のメッセージが表示されます。[はい]をクリックします。ルールが削除
されます。
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このモジュールでは、主に以下のことを説明しました。

 SNIアラートルールの表示。

 新規のSNIアラートの作成。

 既存のSNIアラートの修正と削除。

 新規のSNIアラートルールの作成。
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このコースでは、主に以下のことを説明しました。

 SNIは、すべてのビジネスパートナーが計画サイクルにおいてサプライ
チェーン全体の在庫ポジションを監視することをサポートします。

 外部パートナーは、オンラインレポートを介するか、もしくはファイル転
送手法により、SNIにデータを送信します。

 SNIでは現在の在庫ポジションと予測在庫ポジションの両方を監視すること
ができます。

 SNCで在庫履歴とキー数値データを保全し比較することができます。

 例外状態ではアラートが発生します。


